
◆◆◆　数字　Digits　◆◆◆

ここでは、ゼロの表現を持ち、アラビア（算用）数字と同様の書き方をおこなう

各言語ごとの数字（文字）や書式を使った、５通りまでの表現に対応します。

国や地域などの違いにより、数字として使う文字や書き方などに見られる、異なる表現に対応します。

この５つは「数字・１～５」としており、個別に対応する「数字」ページで設定します。

初期値で入力用にも利用する「数字１」については日本で主流の数値表現が初期設定値になっています。

以下の画像は、電卓に [-123456789.012] の値を入力したあとに「切替」ボタンを押して

５種類の初期設定値で変化する状況を、順にまとめたものです。

（数字３・４では小数部の設定状況を反映して小数部で桁落ちが発生した旨の表示になっています）
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「数字・１～５」は、電卓画面の左上にある「設定」ボタンを押すと開く、設定画面の

２番目のタブ「数字」ページにあります。

（画像は Windows Vista で撮影しており、ご利用のＯＳによっては印象等が異なる場合があります。）

変更した設定内容を電卓に反映させるには、設定画面の最下部にある「ＯＫ」ボタンを押します。

（ＯＫボタンが押されない限り、電卓には反映されないようになっています。）
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●　設定画面

次の画像は、「基本」ページの「表示切替」で「数字・１」の中央寄りの「設定」ボタン

（濃い色のボタン）を押して、「数字」ページへ移動した状況です。（手動でも移動できます。）

ページ最上段では、指定した「数字・１」が明るくなっており

２段目以降で、これに対する個別の表現を設定します。

「数字」ページ最上段の「数字・１」～「数字・５」はボタンになっているので

暗くなっているボタンを押せば、その設定に切り替わります。

（「基本」ページへ戻らずとも、その場で、他の設定へと切り替えることができます。）

２段目以降では、まず各言語で標準的とされる書式を示し、次に必要に応じて

数字として使う文字や、桁区切りや小数部の桁数などを選べるようにしています。

（通貨記号などの追加文字列やマイナス符号の配置等を変更する場合は「追加」ページで設定します。）
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次の画像では「数字・５」に切り替えて設定しています。

（初期設定の「数字・５」では、端的に例示するため、チベット数字を４桁毎のピリオド区切りで使い

　さらに英国通貨のポンド記号 [￡] を使った、通常ではあり得ない表現にしています。）
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「数字」ページ最上段の例示の数値は、すべて [-987654321.01234] としています。

「基本」ページでは、「数字・１～５」のすべての数値を [-123456789.012] で例示しています。

例示の数値を変えていますが、「数字」ページと「基本」ページの、個々の表現は、共通するものです。

設定が変更されると、「数字」ページ最上段と「基本」ページの例示も、表現が変わります。

「数字・１」は、日本や、アメリカ・イギリスなどの英語圏、さらに近年は英語をベースにした

コンピュータ・システムの隆盛により、世界で最も多用されていると思われる数値表現です。

一般的なアラビア数字（[0123456789]。正式な呼び名は「インド・アラビア数字」）の３桁区切りで

桁区切りには「コンマ」（カンマ）、小数点には「フルストップ」（ビリオド）を用います。

「数字・２」は、おもに中東地域のイスラム諸国（アラビア語圏）で最も多く用いられる数値表現です。

インド数字（[٠١٢٣٤٥٦٧٨٩]。正式な呼び名は「アラビア・インド数字」）の３桁区切りで

桁区切りと小数点には「Momayyez」と呼ばれるアラビア風の記号の組を用います。

「数字・３」は、おもにスイスで使われる数値表現です。（スイスはドイツ語やフランス語など多言語）

一般的なアラビア数字（[0123456789]。正式な呼び名は「インド・アラビア数字」）の３桁区切りで

桁区切りには「アポストロフィ」、小数点には「フルストップ」（ビリオド）を用います。

この例では通貨向けの書式にしているため、小数部は２桁だけで固定されています。

[雑学] 現在、世界で主に使われる数字はインドが起源で、まず地理的に近いアラビアに伝わり、次にヨーロッパへ伝わりました。

ヨーロッパでは「アラビアから伝わった数字」の意味で一般に「アラビア数字」と呼び

アラビアでは「インドから伝わった数字」の意味で一般に「インド数字」と呼びます。

アラビア語は右から左に書きますが、現在でも数値部分だけは、インドから伝わった左から右の書き方です。
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◆◆◆　表示切替用　言語（国）ごとの書式　◆◆◆

基本的な書式は、上段（２段目）の表「表示切替用　言語（国）ごとの書式」が参考になります。

これは「Microsoft .NET FrameWork」で提供される「カルチャ書式」に基づいた標準的な表現方法です。

下の画像は、各言語ごとで標準的とされる、特徴的な書式の箇所を抜粋したものです。（全体は巻末）

桁区切りの種類や位置や区切り方、小数点の種類、マイナス符号と通貨記号の位置関係などは

国や言語によって多種多様である点に注目してください。（表内の数値はすべて [-1234567890.12345] ）
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（インド系諸国で利用される通貨ルピーの新記号は [ ₹ ] 、ロシア・ルーブルの新記号は [ ₽ ] です。

　表中ではこの記号が使われていますが [MS UI Gothic] フォントが未対応のため表示されていません。

　対応フォントに切り替えると表示されます。アゼルバイジャン・新マナトの [ ₼ ] は未使用です。）

これらの標準的とされる書式（通貨書式または数値書式）を、このままの形で使うには、次のように

それぞれの真下にある「上の通貨書式を利用」または「上の数値書式を利用」の、どちらかを選択します。

（通貨書式の小数部は、多くの場合、補助通貨単位（ドルに対するセント、等）と認識されます。）

ただし、例示にあるように、小数部については少なめの桁数（０～３桁）で設定されているため

電卓で実際の数値を扱う場合も、その小数部の桁数によっては「桁落ち」が発生することになります。

（上の表内での例示用の数値は、実際はすべて [-1234567890.12345] であり、既に桁落ちしています。）

この桁落ちを防ぐには、ここでは２通りの方法があります。

通貨記号を使いたい場合は、上の表の書式を参考にしながら、下の段で書式を選ぶという方法があります。

通貨記号が特に不要なら、上の表の書式とは無関係に、独自の書式を設定して対応できます。

なお、通貨記号は「追加」ページの追加文字列として、数値の前後に別途に付加する方法もあります。

（追加文字列の設定方法については、別項「追加」ページの説明をご参照ください。）

これらの場合の小数部の桁数は、上の表の書式を選んだ場合のように一律に固定されることはなくなり

電卓画面にあるテンキー左上のスライダや、必要な場合は設定画面で、簡単に調節できるようになります。

これらの項目は実際に切り替えて試したほうが理解しやすいかと思われますが

細かい仕様を確認したい時のために、以下に文章化した説明を、次の順で加えておきます。

なお、数値に伴う通貨記号や、選んだ数字（文字）の種類により、フォントによっては

文字の大きさが、予想外に大きく（または小さく）表示されることがあります。

フォントはインストール済みのものなら随時変更できますし、電卓で表示する画面の文字の大きさは

電卓画面左上の [△][▽] ボタン等で簡単に変更できますので、適宜調節してください。
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◆「上の数値書式を利用」

上段の表の、標準的とされる「数値書式」を、そのままの形で利用します。

（下段の３項目の指定はすべて無視されます）

（右の画像はイメージです。）

マイナス符号の文字や配置（右側か左側か、および、数字との間隔の有無）

さらに小数点以下の桁数も、「数値書式」のとおりになります。

マイナス符号については「数値書式」が優先されますので「追加」ページにおけるマイナス符号の設定については無視されます。

（「追加」ページでは数値表現の前後に通貨記号を含めた追加文字列が利用できるのは変わりありません。）

小数点以下の桁数については「数値書式」は小数部の桁数が少ないため

小数部が桁落ちする可能性があります。

（桁落ちした場合は電卓画面に [ E ] と表示されます）

桁落ちまでの余裕を持たせるには、「数値書式」を参考に、下段で書式を指定する方法

「自分で選んだ書式を利用する（上は使わない）」が有効です。
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◆「上の通貨書式を利用」

上段の表の、標準的とされる「通貨書式」を、そのままの形で利用します。

（下段の３項目の指定はすべて無視されます）

（右の画像はイメージです。）

マイナス符号や通貨記号の文字や配置（右側か左側か、および、数字との間隔の有無）

さらに小数点以下の桁数も、「通貨書式」のとおりになります。

マイナス符号については「通貨書式」が優先されますので「追加」ページにおけるマイナス符号の設定については無視されます。

（「追加」ページでは数値表現の前後に通貨記号を含めた追加文字列が利用できるのは変わりありません。）

小数点以下の桁数については「通貨書式」は小数部の桁数が少ないため

小数部が桁落ちする可能性があります。

（桁落ちした場合は電卓画面に [ E ] と表示されます）

桁落ちまでの余裕を持たせるには、「通貨書式」を参考に、下段で書式を指定し

通貨書式のマイナス符号や通貨記号だけを適用させる方法「下の書式に上の符号記号」が有効です。
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◆「下の書式に上の符号記号」

上段の表の「通貨書式」にある、マイナス符号と通貨記号だけを利用します。

そのままの形では使わない方法です。

マイナス符号や通貨記号については「通貨書式」にある文字や配置を利用して

あとは下段の３項目

　 　• 表示用数字

　 　• 桁区切り規則

　 　• 表示用文字　(桁区切り / 小数点)

の指定に沿って、数値を表現します。

（右の画像はイメージです。）

上の表の「通貨書式」では、数字はすべてアラビア数字で書かれていますが、この指定では

数字の文字や桁区切り等に関する部分だけを下段の指定で置き換えるもの、と考えても良いでしょう。

または、探すのが難しい通貨記号や、特殊なマイナス符号の付け方などで

「追加」ページの指定だけでは網羅しきれていない部分を補完するもの、と捉えることもできます。

マイナス符号や通貨記号の文字や配置（右側か左側か、および、数字との間隔の有無）

については「通貨書式」のとおりになります。

マイナス符号については「通貨書式」が優先されますので「追加」ページにおけるマイナス符号の設定については無視されます。

（「追加」ページでは数値表現の前後に通貨記号を含めた追加文字列が利用できるのは変わりありません。）

この「下の書式に上の符号記号」の方法は

「通貨書式」で発生しがちな小数部の桁落ちを回避するのに有効です。
（除算時のみ、電卓画面のスライダで指定可能な「除算時の小数点以下の桁数」の制限を受けます。）

なお、マイナス符号や通貨記号の「種類」や「配置」を変更したい場合には

「自分で選んだ書式を利用する（上は使わない）」を選択して「追加」ページの機能をご活用ください。
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◆「自分で選んだ書式を利用する（上は使わない）」

上段の表についてはまったく無視して

下段の３項目

　 　• 表示用数字

　 　• 桁区切り規則

　 　• 表示用文字　(桁区切り / 小数点)

の指定に沿って、数値を表現します。

（右の画像はイメージです）

独自の書式として表現できる、最も自由度の高い設定方法ですが

正しい表現から逸脱する可能性もありますのでご注意ください。

マイナス符号の文字や配置（右側か左側か、および、数字との間隔の有無）については

自由度の高い「追加」ページで設定します。（ただしマイナス符号を使わないという選択はありません）

（マイナス符号については、表現が [-] や [( )] 以外の場合もあり得ることもあり

　この「数字」ページ以外の「漢字文化圏」や「記数法」でも必要なものであるため

　数値に対する左右の位置や空白の有無も含めて「追加」ページで設定します。

　もちろん必要な場合は通貨記号や他の文字列も追加できます。）

この「自分で選んだ書式を利用する（上は使わない）」の方法は

「通貨書式」や「数値書式」で発生しがちな小数部の桁落ちを回避するのに有効です。
（除算時のみ、電卓画面のスライダで指定可能な「除算時の小数点以下の桁数」の制限を受けます。）

独自の書式は、設定によっては、まったく通じない文字の羅列になってしまう可能性も含んでいます。

通じなければ意味がありませんので、設定変更の際には十分ご注意ください。

最終的には、使われている言語にあわせて、文字や書き方の規則を選ぶことが重要です。
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●マイナス符号の選択について　（「自分で選んだ書式を利用する（上は使わない）」の場合のみ対応）

マイナス符号は、「追加」ページの「符号」「位置」「あき」欄に、次のように初期値が設定されており

「基本」ページなどにある例示の数値表現も、その結果として表示されています。

（マイナス符号の指定は「追加」のチェックボックスとは無関係に機能します。）

　↓　　　↓　　　↓
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初期値では「数字１」「数字２」のみが「自分で選んだ書式を利用する（上は使わない）」ですので

「追加」ページでマイナス符号の指定を次のように変更すると、下図のように反映されます。

（初期値では「数字３」「数字４」「数字５」のマイナス符号は「上の表」のものを使っているため

　設定を変更すべき箇所が多くなるので、この例示では割愛しています。）

「数字１」ではマイナス符号「▲」を「右端」に置き

　▲の「左」に「あき」（空白による間隔）をとっています。

「数字２」のようにマイナス符号が「 ( ) 」の場合は

　追加文字列が無ければ「 ( ) 」の配置は固定となるので「位置」の指定は無意味となります。

マイナス符号の位置関係は、追加文字列の配置とも密接な関係があります。

詳しくは「追加」ページの説明をご参照ください。
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◆◆◆　表示用数字　◆◆◆

種類別の数字は、最も一般的な、アラビア(算用)数字を筆頭に

多くの環境で表示されやすいものから先に、おおよその区分けをして収録しています。

（表示されにくい文字も、フォントを追加インストールすれば見れる場合があります。）

収録している数字を以下に示します。

算用数字

　 　• アラビア数字(算用数字)　　Arabic digits (Western Arabic)

アラビア系

　 　• アラビア・インド数字　　　Arabic-Indic digits (Eastern Arabic)

　 　• ペルシア数字　　　　　　　Extended Arabic-Indic digits (Persian / Perso-Arabic)

インド系

　 　• ブラーフミー数字　　　　　Brahmi digits (India)

　 　• シャーラダー数字　　　　　Sharada digits (India)

　 　• タークリー数字　　　　　　Takri digits (India)

　 　• デーヴァナーガリー数字　　Devanagari digits (India) (Marathi, Sanskrit, Hindi)

　 　• グルムキー数字　　　　　　Gurmukhi digits (Punjabi)(India, Pakistan)

　 　• グジャラーティー数字　　　Gujarati digits (India)

　 　• サウラーシュトラ数字　　　Saurashtra digits (India)

　 　• オリヤー数字　　　　　　　Oriya digits (India)

　 　• オル・チキ数字　　　　　　Ol Chiki digits (India)

　 　• ベンガル数字　　　　　　　Bengali digits (Assamese)(Bangladesh, India)

　 　• チャクマ数字　　　　　　　Chakma digits (India)

　 　• マニプール数字　　　　　　Meetei Mayek digits (Manipur, India)

南インド系

　 　• テルグ数字　　　　　　　　Telugu digits (India)

　 　• カンナダ数字　　　　　　　Kannada digits (India)

　 　• タミル数字　　　　　　　　Tamil digits (India)

　 　• マラヤーラム数字　　　　　Malayalam digits (India)

東南アジア系

　 　• カヤー数字（ミャンマー）　Kayah Li digits (Myanmar, Thailand)

　 　• シャン数字（ミャンマー）　Myanmar Shan digits (Burma / Myanmar)

　 　• ミャンマー数字(旧ビルマ)　Burmese digits (Burma / Myanmar)

　 　• 新タイ・ルー数字　　　　　New Tai Lue digits (Tai L  language)ü
　 　• ホーラ数字（タイ・タム）　Tai Tham Hola digits (Lanna, Tai L , Kh n, Thailand)ü ü
　 　• タム数字（タイ・タム）　　Tai Tham Tham digits (Lanna, Tai L , Kh n, Thailand)ü ü
　 　• ラーオ数字（ラオス）　　　Lao digits (Laos)

　 　• タイ数字　　　　　　　　　Thai digits

　 　• クメール数字(カンボジア)　Khmer digits (Cambodia)

　 　• チャム数字（カンボジア）　Cham digits (Cambodia)
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東アジア系

　 　• リンブ数字（ネパール）　　Limbu digits (Nepal, Bhutan, India)

　 　• レプチャ数字（ブータン）　Lepcha digits (Bhutan, Sikkim, India)

　 　• チベット数字　　　　　　　Tibetan digits

　 　• モンゴル数字　　　　　　　Mongolian digits

東南アジア・南洋系

　 　• スンダ数字(インドネシア)　Sundanese digits (Indonesian island of Java)

　 　• ジャワ数字(インドネシア)　Javanese digits (Indonesian island of Java)

　 　• バリ数字（インドネシア）　Balinese digits (Indonesian island of Bali)

アフリカ系

　 　• オスマニャ数字（ソマリア）Osmanya digits (Somali)(Somalia, East Africa)

　 　• バムン数字（カメルーン）　Bamum digits (Cameroon, Africa)

　 　• ンコ数字（ギニア）　　　　N'Ko digits (Guinea and C te d'Ivoire)(West Africa)ô
　 　• ヴァイ数字（リベリア）　　Vai digits (Liberia, Sierra Leone)(West Africa)

アラビア(算用)数字のバリエーション

　 　• 上付き数字　　　　　　　　Superscript

　 　• 下付き数字　　　　　　　　Subscript

　 　• 全角数字　　　　　　　　　Fullwidth

　　（以下 Unicode追加多言語面 [Mathematical Alphanumeric Characters]）

　 　• 太字　　　　　　　　　　　Bold

　 　• 二重線　　　　　　　　　　Double Struck (Open Face, Blackboard Bold)

　 　• ゴシック体　　　　　　　　Sans Serif

　 　• 太字のゴシック体　　　　　Bold Sans Serif

　 　• 等幅フォント　　　　　　　Monospace

漢字文化圏

　 　• 漢数字・常用（小写）　　　Chinese / Japanese numerals (Basic numbers)

　 　• 漢数字・大字（日本）　　　Japanese numerals (Formal numbers)

　 　• 漢数字・大写（繁体字）　　Chinese numerals (traditional Chinese, Financial)

　 　• 漢数字・大写（簡体字）　　Chinese numerals (simplified Chinese, Financial)

　 　• 蘇州号碼（縦式）　　　　　Suzhou numerals (vertical)

　 　• 蘇州号碼（横式）　　　　　Suzhou numerals (horizontal)

　 　• ハングル数字　　　　　　　Korean numerals

　 　• チュノム数字（ベトナム）　Vietnamese numerals (Native)

フォント未確認の数字

　 　• ソラング・ソンペング数字　Sorang Sompeng digits (India)

　 　フダーワーディー数字　　　• Khudawadi digits (Sindhi, India)

　 　モーディー数字　　　　　　• Modi digits (India)

　 　ティルフター数字　　　　　• Tirhuta digits (India)

　 　シンハラ・リト数字　　　　• Sinhala Lith digits (Sri Lanka)

　 　ムロ数字　　　　　　　　　• Mro digits (Bangladesh)

　 　タイ・ライン数字　　　　　• Tai Laing digits (Burma / Myanmar)

　 　ワラング・クシティ数字　　• Warang Citi digits (India)

　 　パハウ・フモン数字　　　　• Pahawh Hmong digits (Laos)

　 　アーホム数字　　　　　　　• Ahom digits (India)

（名称変更「ソラング・ソンペング数字」←「ソラ・ソンペン数字」、「ティルフター数字」←「ティルフータ数字」）
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この「数字」ページでは、アラビア(算用)数字と同じように

各言語ごとの独特な数字の文字を【左→右】の順で書き

桁位置と桁区切りによる数値表現（十進法による位取り記数法）ができるようにしています。

ここでは「アラビア(算用)数字と同じように書くことができる」

とされる文字（数字）を主に収録しています。（一部例外あり）

【備考】

　　 　• 一般に「アラビア数字」と呼ばれる、アラビア経由でヨーロッパに広まった算用数字は

　　　　正確には「インド・アラビア数字」(Hindu-Arabic, Indo-Arabic)といいます。

　　 　• アラビア語圏で使われる「アラビア・インド数字」(Arabic-Indic, Eastern-Arabic)は

　　　　インド発祥であり、一般に「インド数字」と呼ばれます。

　　 　• イスラム圏などで文章を [左←右] に書く場合も、数値表現の部分だけは [左→右] です。

　　　　これはインドから伝わったの数字の書き方が、現在も踏襲されているためです。

　　 　• マラーティー語の数字には、デーヴァナーガリー数字が使われるようです。

　　 　• アッサム語の数字には、ベンガル数字が使われるようです。

　　 　モンゴル語の「文字」は基本的に縦書き（日本語等とは異なり左側から縦に書く左縦書き）ですが•
　数値表現に関しては、計算などの必要性から算用数字と同様の横書き（左横書き）がおこなわれ

　文中に書くなどの必要がある場合には、横書きした数値全体を90度倒して縦に配置するようです。

　　 　• 上付き数字は 1･2･3 のみ Unicode上の定義区画が他の数字（4～9 および 0）と離れた箇所にあり

　フォントによっては、字形や他の数字と組み合わせた際の印象などが揃わない場合があります。
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●「ブラーフミー数字」について

　「ブラーフミー数字」は数字が２系統あります。ここ（「数字」ページ）で扱っているのは

　アラビア(算用)数字と同様に[ 0 ]～[ 9 ]の数字を使った「位取り記数法」です。

　(U+11066: Brahmi Digit Zero　～　U+1106F: Brahmi Digit Nine)

　もうひとつの系統はゼロを持たず、[1]～[9]、[10]～[90]、[100]、[1000]の数字を持つものです。

　(U+11052: Brahmi Number One　～　U+11065: Brahmi Number One Thousand)

　このため後者は「数字」ページにおいては対応していませんが

　どちらも「記数法２」ページにある「ブラーフミー系数字」にて対応しています。

●南インド系（ドラヴィダ語族）の「タミル数字」「マラヤーラム数字」について

ここでは[ 0 ]～[ 9 ]の数字だけで書く形式を採っていますが、これらは「ドラヴィダ語族」に分類され

ブラーフミー数字からの書き方を受け継ぐ [10][100][1000] の数字もあります。

それらを使った独特な書き方は「記数法２」の「ドラヴィダ系数字」として対応しています。

（ほかに、テルグ、カンナダもドラヴィダ語族ですが、これらの数字は Unicodeでも[9]までです。

　南インド系のドラヴィダ語族には他にも数種類の言語がありますが

　Unicodeに固有の字形を持つ数字として登録されているのは

　上記の４種類（テルグ、カンナダ、タミル、マラヤーラム）のみとなっています）

●アフリカ系（ソマリ語）の「オスマニャ数字」（オスマニア数字）(Somali/Osmanya)について

数字のゼロ[ 0 ]には当然ながら [Unicode:U+104A0 OSMANYA DIGIT ZERO] を使っています。

この文字は Unicodeの仕様によれば「０」のような形になっていますが

フォントによっては「×」のような形で表示される場合があります。

（これは２種類の表現があることを示していると考えられますが、詳細は不明です。）

「０」のような形になるフォントには「Code2001」等があり

「×」のような形になるフォントには「Andagii」「MPH 2B ダマセ」等があります。

●漢字文化圏の文字について

漢字文化圏での数値表現には、万進法などの「命数法」を利用する方法が一般的です。

ここではアラビア(算用)数字と同じような「位取り記数法」（桁区切り方式）となるため

漢字文化圏の数字としては「やや特殊な書き方」になります。

（この「数字」ページでできるのは [12,345]→[一二、三四五] のような桁区切りの表現です。

　さらに蘇州号碼では本来は縦式横式を交互に書きますが、「数字」ページではできません。）

十,百,千 の位取りや、万,億,兆 などの「命数法」を利用する場合など

本来の書き方に沿った表現は「漢字文化圏」ページで指定してください。
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●ローマ数字などの「ゼロを持たない数」や、数字の数が10個を超えるものについて

アラビア(算用)数字と同じようには書けないため、ここでは表現できません。

（ゼロが無ければ「100」のような位取り記数法の表現ができないということです）

「記数法」のページで対応しているものがありますので、ご参照ください。

●フォント未確認の文字について

電卓では、当アプリの開発時点で、利用可能なフォントが見当たらなかった文字も扱っています。

当面は正しく表示できなくとも、今後登場するであろう対応フォントを適用すれば

電卓画面で確認できるようになると思われます。

（ただし設定画面での例示については、その後のバージョンアップまで、状況は変わりません。）

Unicode文字では視認ができていないという面ではテストが不十分となっていますが

文字コードで１文字ずつ確認しておりますので、まず間違いないものと考えられます。

ただし「特定外字」は「ひとつのフォント」を選んでそれに対して設定することにしているため

この中の特定の文字種に対して新しく登場した対応フォントをインストールして利用しようとする場合

他の「特定外字」に指定されている文字種とは、同時に併用するのはできない、ということになります。

この場合は同時に利用するのを避け、特定外字の適用の有無を切り替えて、別々にご利用ください。

また、当アプリのバージョンアップ等の時点で対応フォントが登場している場合など

「特定外字指定」の文字種は変更される可能性があります。ご了承ください。

なお「外字」の各文字は、多くが 64×64（最大でも256×256 ）のドットパターンで構成されるもので

字形はやや荒く、文字の間隔を詰めたり合字を作ったりということができません。

あくまで代用として便宜的に用いるものですのでご承知置きください。

●一部の文字が表示されない場合の対処法

パソコン等で文字を表示するには「フォント」が必要です。

すべての文字にはそれぞれに「コードポイント」と呼ばれる番号がつけられており

文字などの「データ」と呼ばれるものは、本質的には「番号の羅列」に過ぎません。

無意味に見える番号の羅列は一定の決まりで区切られて個別の文字番号として扱われるようになります。

フォントが個々の文字番号に対応した特徴ある「字形」をひとつひとつ描画してくれることで

われわれ人間はそれぞれの字形から別々の「文字」であることを認識して

データとしてまとめられた一定の文字の並び順から「意味」を読み取ります。

電卓画面での表示に対応するために用意している「数字１～５」については

「基本」ページには個別の「フォント」ボタンが用意してありますし

「数字」ページでは１～５の選んでいる箇所で下段部分をクリックすれば

個別にフォントを変更できるようにしています。

また、「表示切替用　言語（国）ごとの書式」についても、右上部分に

フォント切替用のコンボボックスを用意しており、表内のフォントを一律に変更できます。

表内の一部の文字が正しく表示されていない場合は

その文字に対応しているフォントに切り替えれば
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ただし、選択肢として用意している「表示用数字」については

数が多いこともあるため、最後尾の「フォント未確認の文字」以外の部分は

ユーザーの利便性を考慮して、逐一選んで設定するのではなく

当初からの固定値としており、フォントを変更できるようにはしていません。

したがいまして「フォント未確認の文字」以外の「表示用数字」について、すべて適切な表示を得るには

「推奨フォント」として別項に掲載しているフォントをすべてインストールしていただくことになります。

しかしながら、当資料がお手許にあれば、当資料の画像から文字の字形も判りますし

一般的な日本語環境であれば、少なくとも文字の名称は表示されている筈ですので

数字の選択自体は可能であることから、電卓画面で実際に表示して扱う必要がある、というもの以外は

必ずしもすべてのフォントをインストールしておく必要はない、ということも言えるものと思われます。

また Unicode のコードポイントに対応していれば別のフォントでも構いませんので

「数字１～５」で使うだけなら「表示用数字」欄での表示にこだわる必要もありません。

対応フォントをインストールしたら、まずやっておくべきことは

当アプリが動いていたら一旦終了して、再び起動することです。

これで新たに追加したフォントがシステムで有効となったことを当アプリに認識させることになります。

また「数字１～５」で使うには、その中での使いたい箇所へのフォント設定が必要です。

当アプリで扱うフォントは、可能な限り「無料で入手できるもの」に絞って設定しておりますし

興味本位ですべてインストールしたとしても、最近のパソコンの性能なら十分に処理をこなしますが

すべてのフォントのダウンロードとインストールの作業には、ある程度の手間と時間がかかりますので

徐々に増やしていくなど、計画性を持った対応をお勧めいたします。

　前項の「フォント未確認の文字」についても本来は Unicode が決めた文字番号がある訳ですが

　Unicodeコンソーシアムで決まってからまだ間が無いために、あるいは

　今日一般に使われる言語ではないなどで、文字として使われる需要が低い、などのために

　一部の文字ではフォントの作成が追いついていないものがあり

　フォントがなければ表示もされないので、そのままでは使えない、ということになります。

　これは当アプリでは Unicode で決まったその文字本来のコードポイントとは別に

　「特定外字」として Unicodeの「私用領域」内に当アプリ専用のコードポイントを設けており

　そのコードポイントには当アプリ付属の「外字ファイル」において「字形の定義」もおこなっています。

　ただし、外字を「文字として表示する」のも、パソコンの仕組みでは「フォント」を経由する必要があります。

　これは「外字ファイル」と「フォント」との「リンク」（関連付け）と呼ばれるもので

　Windows付属の「外字エディタ」(eudcedit.exe) 、あるいは

　当方でフリーソフトとしてご提供している「外字サポーター」(GaijiSupporter.exe)を使うことなどにより

　はじめて設定が可能になります。

　ちなみにフォントには文字の幅なども定義されており、同じ文字でもフォントが違えば IIIII と IIIII のように違いが出ます。

　この印象の違いから、前者は「プロポーショナルフォント」、後者は「等幅フォント」などと区別されることもあります。

　ただし「外字ファイル」で、正方形のマス目にドットパターンで定義する外字の文字幅は

　左右に余白を持たせてデザインした場合でも、フォントでは認識されることなく「正方形の文字」として一律に扱うため

　外字に関しては、いわゆる「プロポーショナルフォント」に「リンク」させたとしても

　多くの場合は「等幅フォント」と同様に、一定の文字幅で表示されるようになっています。

　（フォント自体が持つ外字（ベンダー外字）では外字ごとで適切な文字幅も定義されている場合があります。）
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◆◆◆　桁区切り規則　◆◆◆

規則的におこなう「桁区切り」の方法を選びます。

実際に使われるものを主体とした、以下の７種類の区切り方から指定します。

　 　• ３桁 西洋式 Short Scale

　 　• ４桁 漢数字の万進法（西洋式に桁区切りをおこなう場合）

　 　• ６桁 西洋式 Long Scale

　 　• 下３桁 アジアの一部、エチオピア(アフリカ)、北米大陸の一部など

　 　• なし

　 　• ２桁

　 　• ２桁＆下３桁 インド式

　 　• ２-２-３桁 南アジア系(Lakh,Crore式)

個別の状況は、上段の表（「Microsoft .NET FrameWork」のカルチャ書式）が参考になります。

「なし」および「２-２-３桁」の区切り方は

上段の表（「Microsoft .NET FrameWork」のカルチャ書式）にはないもので

利便性のために特に設けているものです。

選択肢の例示は「アラビア数字・整数15桁・コンマによる桁区切り・小数部なし」で統一しています。
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◆◆◆　表示用記号　(桁区切り / 小数点)　◆◆◆

規則的におこなう「桁区切り」に使う、桁区切りと小数点の文字（記号）を選びます。

実際に使われるものを主体とした、以下の１０種類の組み合わせから指定します。

　 　• コンマ / ピリオド 国際商取引、英語圏、スペイン語圏、日本、中国、韓国など

　 　• ピリオド / コンマ ヨーロッパ諸国など

　 　• 空白 / コンマ SIスタイル、北欧、東欧、ドイツ語圏、フランス語圏など

　 　• アポストロフィ / ピリオド ドイツ語圏、フランス語圏、イタリア語圏など

　 　• アラビア風 (Momayyez) パシュトゥー語 (アフガニスタン)、アラビア語圏

　 　• 空白 / ハイフン カザーフ語、キルギス語

　 　• 空白 / ピリオド SIスタイル、エストニア語

　 　• 空白 / セミコロン タジク語（タジキスタン）

　 　• 空白 / スラッシュ

　 　• コンマ / スラッシュ ペルシャ語（イラン）

　 　• 読点 / 中黒 漢字文化圏（標準ではなく利便性のために特に設けています）

個別の状況は、設定画面では上段にある表

（「Microsoft .NET FrameWork」のカルチャ書式。当資料では次頁以降に掲載）が参考になります。

ヨーロッパ諸国は「ピリオド / コンマ」で統一されているわけではありません。

「アラビア風 (Momayyez)」は、アラビア語圏での桁区切り・小数点の組み合わせです。

（ただし「Microsoft .NET FrameWork」のカルチャ書式においての Momayyez は

　パシュトゥー語（アフガニスタン＝アラビア語圏）でのみ使われているにとどまっています）

選択肢の例示については［1234567.89］の値

（アラビア数字・整数７桁＋小数部２桁・桁区切り３桁）で統一しています。

小数部で実際に表示される桁数は、設定により変わります。

RosettaCalc　数字　Digits   22/28



◆付録　 言語（国）ごとの書式・内容一覧
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（この一覧の内容は、WindowsＯＳのアップデートに伴い、更新されることがあります。）
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